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監査の結果に基づく措置状況について 

普通会計に係る監査の結果に基づく措置状況について、次のとおり新潟県知事、新潟県教育委員会及び新潟県

公安委員会から通知があったので、地方自治法（昭和22年法律第67号）第199条第14項の規定によりその内容を公

表する。 

令和７年２月28日 

新潟県監査委員 八 木 浩 幸 

新潟県監査委員 松 原 良 道 

新潟県監査委員 杉 井   旬 

新潟県監査委員 樺 澤   尚 
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監査の種別
部局名 監査の結果 措置の内容

農林水産部 　請負工事に係る一般競争入札に際し、
最低制限価格を設定することなく入札を
行い、落札者を決定していた。
　令和４年９月５日付け監第1979号の農
林水産部長通知に基づく適正な入札を行
われたい。

　指摘以降の請負工事（R6：食品研究セ
ンター照明器具LED工事）については、最
低制限価格を設定し、一般競争入札を行
いました。

【農業総合研究所食品研究センター】
　職員が事前命令を受けずに時間外労働
を行うとともに、時間外労働に関する労
使協定で定める限度を超えた時間外労働
となったため、管理職員が当該限度を超
えないように勤務記録を付け替えてい
た。
　労働基準法及び協定の趣旨を十分に認
識し、適切な勤務管理に努められたい。

　事前命令の徹底と三六協定の遵守に向
けた職員への声掛けや、所属全体の業務
の分散・平準化に取り組み、時間外勤務
の縮減を図りました。
　併せて、複数の管理職員による出退勤
管理システムの相互チェックにより、勤
務記録の適正な管理を図りました。
　今後も適切な勤務管理を行い、再発防
止に努めてまいります。

【農業大学校】
教育委員会 　学校徴収金について、決算時に作成が

必要な自己点検表の作成がなく、監査を
実施しないまま保護者に決算報告をして
いるものや決算報告が遅延しているもの
があった。
　昨年度の監査でも同様の注意をしてい
るところであり、新潟県県立学校徴収金
会計取扱要綱等に基づいた事務手続を行
うよう職員に周知、徹底されたい。

　前回監査が令和４年度末の監査だった
ことや令和５年度に「県立学校徴収金会
計の取扱いに関するガイドライン」の見
直しがあったこともあり、その結果を踏
まえて対応したため、報告が遅延したも
のです。
　今後は、新潟県県立学校徴収金会計取
扱要綱等に基づいた適正な事務手続に努
めてまいります。

【十日町高等学校】
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監査の種別
部局名 監査の結果 措置の内容

環境局 　令和３年度の磐梯朝日国立公園鷹ノ巣
吊橋改修工事において、諸経費の算定に
おける工種の選定を誤ったため、契約額
で1,609,300円過大となり、結果として国
庫交付金を過大に受け入れていたため、
令和５年度に国へ805,000円を返還してい
た。
　設計積算に当たっては、条件・数量等
の基本的な誤りのないよう努められた
い。

　当初設計時に加え、変更設計時にも設
計積算基準に基づき適切に事務処理が行
われていることを複数人で確認するよ
う、改めて職員に対し注意喚起を行いま
した。

【環境対策課】
福祉保健部 　新潟県住宅新築資金等貸付金収入につ

いて、決算日現在、過年度調定分494件
20,635,841円が未納となっていた。
　未納額の早期収納に努められたい。

　未納分については分割納入方式により
償還させることとしており、令和６年10
月31日までに28件1,104,668円が納入済み
です。
　今後も市町村と連携を図り、債務者に
加え、保証人等にも連絡をとりながら、
未納額の早期収納に努めてまいります。

【福祉保健総務課】
　新潟県看護職員認知症対応力向上ス
テップアップ事業について、変更契約書
が作成されていなかった。
　財務規則に基づいた事務手続きを行わ
れたい。

　財務規則に基づき適正な事務を行うよ
う改めて職員に対し注意喚起を行い、今
後は財務規則等を遵守し、適切な事務処
理を行ってまいります。

【高齢福祉保健課】
　受給者証の更新申請書類について、審
査過程で所在不明となる事案があった。
　個人情報の取扱いに留意し、再発防止
の徹底に努められたい。

　更新申請書類の送付及び受領時に、当
課と保健所双方で件数の再確認を行うな
ど適正な管理について改めて周知を図り
ました。
　今後とも、再発防止に努めてまいりま
す。

【健康づくり支援課】
　障害者情報を別の者がマイナポータル
で閲覧できる状態にあった事案のほか、
受講決定通知書を別の事業者に送信した
事案があった。
　個人情報の取扱いに留意し、再発防止
の徹底に努められたい。

　障害者情報が記載された申請書等に記
載されているマイナンバーについて、マ
イナンバーカード等で確認を徹底するよ
う市町村等に周知したほか、個人情報を
含まない形で受講決定の可否を伝える方
法に変更しました。
　今後とも、再発防止の徹底に努めてま
いります。

【障害福祉課】
　精神障害者ピアサポート事業委託につ
いて、変更契約書が作成されていなかっ
た。
　財務規則に基づいた事務手続を行われ
たい。

　財務規則に基づき適正な事務を行うよ
う改めて職員に対し注意喚起を行いまし
た。
　なお、令和６年度の同契約について
は、変更契約書を締結し、適切に処理を
しております。

【障害福祉課】

令和５年度会計　定　期　監　査

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

　母子父子寡婦福祉資金貸付金収入につ
いて、決算日現在、過年度調定分17,221
件128,712,891円が未納となっていた。
　件数、金額とも増加しているので、具
体的な回収手法の見直しを行い、未納額
の早期収納に努められたい。

　地域振興局健康福祉（環境）部及び債
権回収委託先を通じた償還指導により、
納入の促進を図った結果、令和６年10月
31日までに3,110件15,045,012円が納入済
みです。
　未納者の状況把握に努め、個々の状況
に応じた早期の償還指導を行うことによ
り、未納額の早期収納に努めてまいりま
す。

【こども家庭課】
　子ども家庭費負担金収入について、決
算日現在、過年度調定分317件3,656,890
円が未納となっていた。
　件数、金額ともに増加しているので、
具体的な回収方法の見直しを行い、未納
額の早期収納に努められたい。

　子ども家庭費負担金の未納について
は、担当ケースワーカーと対象ケースの
諸事情を協議・検討し、電話や文書によ
る納入の督促及び戸別訪問等を計画的に
行うことで、早期収納に努めます。
 なお、指摘のありました事項における令
和６年10月31日までの納入は５件、
114,700円です。

【中央福祉相談センター】
　診療情報提供書（紹介状）を不注意に
より紛失したものがあった。
　適正な文書管理を徹底するとともに、
個人情報の取扱いに留意し、再発防止に
努められたい。

　診察の前後において書類を確認する手
順を定めるとともに、職員に対し個人情
報の取扱いについて周知を徹底し、文書
の適正管理と再発防止に努めてまいりま
す。

【はまぐみ小児療育センター】

産業労働部 　新事業チャレンジ支援事業補助金にお
いて、誤って別の相手方の口座情報を支
出命令決議書に登録し、１件1,000,000円
を誤払いしていた。
　支払手続の際の確認を徹底されたい。

　補助金の支払事務処理において、複数
人での確認を徹底するなど、再発防止に
取り組んでまいります。

【地域産業振興課】
　中小企業支援資金貸付事業収入につい
て、決算日現在、過年度調定分 81件
1,538,993,346円が未納となっていた。
　件数、金額とも増加しているので、具
体的な回収手法の見直しを行い、未納額
の早期収納に努められたい。

　未納額が多額となっている債務者につ
いては、計画的な償還を指導するなど、
償還能力に応じた債権回収に努めてお
り、令和６年10月31日までに12件
3,873,000円が納入済みです。
　今後とも、債務者等と十分協議を行う
とともに、弁護士とも対応を協議しなが
ら未納額の圧縮に努めてまいります。

【地域産業振興課】
　設備合理化資金貸付金等収入につい
て、決算日現在、過年度調定分25件
17,450,234円が未納となっていた。
　未納額の早期収納に努められたい。

　債務者や連帯保証人に対して督促を
行っており、令和６年10月31日までに３
件82,000円が納入済みです。
　今後も、債務者等の状況に応じた計画
返済など債務者等と十分協議を行い、未
納額の圧縮に努めてまいります。

【地域産業振興課】
観光文化スポーツ
部

　借受財産について、契約を更新してい
ないものが15件あった。
　契約に当たっては、適正な事務処理を
行われたい。

　契約更新が漏れていた案件について、
現状を確認し、更新手続きを行っており
ます。
　今後については、契約一覧表を作成
し、契約状況・期限を適宜確認すること
で、契約更新漏れが発生しないよう再発
防止に努めてまいります。

【観光企画課】
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農林水産部 　「魅力ある農業」の情報発信に係る民
間サイトを活用したＰＲの実施業務委託
について、部分払をしているにもかかわ
らず、契約書を作成していなかった。
　財務規則に基づく適正な事務処理を行
われたい。

　財務規則に基づき適正な事務処理を行
うよう、改めて職員に対し周知徹底を図
り、再発防止に努めてまいります。

【経営普及課】
　請負工事に係る一般競争入札に際し、
最低制限価格を設定することなく入札を
行い、落札者を決定していた。
　令和４年９月５日付け監第1979号の農
林水産部長通知に基づく適正な入札を行
われたい。

　担当者の理解不足により、最低制限価
格の設定を行っていませんでした。今後
は、農林水産部長通知に基づき、適正な
入札を行います。

【水産海洋研究所】
土木部 　新潟県住宅供給公社が管理を行ってい

る県営住宅の使用料について、決算日現
在、過年度調定分305件5,903,717円が未
納となっていた。
　未納額の早期収納に努められたい。

　過年度調定分の県営住宅使用料につい
ては、滞納整理に努めた結果、令和５年
度決算日から令和６年11月末までの間
に、８件103,000円の納入があり、未納額
は297件5,800,717円となりました。
　今後とも滞納の発生防止に力を入れる
とともに、臨戸訪問等による滞納者への
納入指導を一層強化するなど、未納額の
早期回収に努めてまいります。

【都市局建築住宅課】

新発田地域振興局 　子ども家庭費負担金収入について、決
算日現在、過年度調定分254件3,301,608
円が未納となっていた。
　件数、金額ともに増加しているので、
具体的な回収方法の見直しを行い、未納
額の早期収納に努められたい。

　対象者の家庭状況や滞納に関する問題
点について、担当者間で情報共有し、効
果的な収納対策を検討するとともに、電
話督促、文書催告、個別訪問を行うなど
計画的かつ組織的な対応を行い、未納額
の早期収納に努めてまいります。
　なお、指摘のありました事項における
令和６年10月31日までの納入はありませ
ん。

【児童・障害者相談センター】

新潟地域振興局 　公務中における職員の交通事故が２件
あり、相手方へ426,800円の損害賠償をす
るほか、公用車の修理費として678,163円
支出したものがあった。
　安全運転の徹底に努められたい。

　部内の職員に対し注意喚起を行いまし
た。
　今後も定例会議の場などを通じ、職員
の安全運転意識の譲成と事故防止に努め
てまいります。

【新津地域整備部】
三条地域振興局 　生活保護費返還金（生活保護法第63条

関係）について、令和５年10月31日現
在、過年度調定分４件2,158,088円が未納
となっていた。
　未納額の早期収納に努められたい。

　未納分については分割納入方式により
償還させることとしており、令和６年10
月31日までに、61,000円が納入済です。
　未納者の状況把握に努め、個々の状況
に応じた早期の償還指導を行うことによ
り、未納額の早期収納に努めてまいりま
す。

【健康福祉環境部】
　生活保護費徴収金（生活保護法第78条
関係）について、令和５年10月31日現
在、過年度調定分228件10,458,752円が未
納となっていた。
　未納額の早期収納に努められたい。

　未納分については分割納入方式により
償還させることとしており、令和６年10
月31日までに、14,000円が納入済です。
　未納者の状況把握に努め、個々の状況
に応じた早期の償還指導を行うことによ
り、未納額の早期収納に努めてまいりま
す。

【健康福祉環境部】
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　特別児童扶養手当について、その再認
定通知書等が郵送過程で所在不明となっ
た事案があった。
　個人情報の取扱いに留意し、再発防止
の徹底に努められたい。

　「個人情報文書発送簿」を新設し、発
送日、発送相手方、発送内容を明確にす
るなど、個人情報発送に係る管理を徹底
することにより、再発防止に努めてまい
ります。

【健康福祉環境部】
　個人情報が含まれた事業申請書類を不
注意により紛失したものがあった。
　適正な文書管理を徹底するとともに、
個人情報の取扱いに留意し、再発防止に
努められたい。

　申請書類を収受後は、処理段階別に収
納場所を区分けし、提出時にも再度確認
するよう改めました。
　また、文書を廃棄する際は複数人で確
認することとし、改めて職員に対して個
人情報等を含む重要書類の適正な管理・
廃棄について徹底するよう指導してまい
ります。

【農業振興部】
長岡地域振興局 　公務中における職員の交通事故が３件

あり、公用車１台を廃車したほか、公用
車の修理費として90,706円支出したもの
があった。
　安全運転の徹底に努められたい。

　職員に対し、日常的に交通法令遵守及
び安全運転の励行並びに細心の注意を呼
びかけ、交通事故の根絶に努めてまいり
ます。

【児童・障害者相談センター】
　子ども家庭費負担金収入について、決
算日現在、過年度調定分664件8,593,760
円が未納となっていた。
　件数、金額ともに増加しているので、
具体的な回収手法の見直しを行い、未納
額の早期収納に努められたい。

　滞納者の家庭状況等、滞納理由につい
て担当者間で情報共有しながら、文書に
よる催告、戸別訪問などを計画的かつ組
織的に対応することで、未収金の早期収
納に努めてまいります。
　なお、指摘のありました事項における
令和６年10月31日までの納入は１件（一
部を分納したもの）、10,000円です。

【児童・障害者相談センター】

　県が管理する道路において、橋梁から
の落雪による車両損傷事故が３件発生
し、相手方に1,185,669円の損害賠償が必
要なものがあった。
　施設の管理に万全を期されたい。

　道路パトロールによる定期的な監視を
今後も継続して実施するほか、道路附属
施設の状態に応じた適切な管理を一層徹
底することにより、同様な事故が今後生
じないよう努めてまいります。

【地域整備部】
南魚沼地域振興局 　公務中における職員の交通事故が２件

あり、相手方へ579,008円の損害賠償をす
るほか、公用車の修理費として668,921円
支出したものがあった。
　安全運転の徹底に努められたい。

　定例部課長会議等における注意喚起や
交通安全教室への参加などを通じ、交通
事故防止、安全運転の徹底に努めてまい
ります。

【健康福祉環境部】
十日町地域振興局 　公用車の購入について、一般競争入札

であったにもかかわらず、支出負担行為
決議書の支出負担行為額を別封のとおり
とせず、担当者以外の職員でも予定価格
が確認できる状況となっていた。
　予定価格の取扱いに留意し、適切な事
務処理を行われたい。

　入札を行う際は、「入札事務の手引
き」だけではなく、「財務会計事務の手
引き」にもしっかりと目を通して事務手
続きを行うこと及び決裁ルートの職員
は、決議書の支出負担行為額欄が「別封
のとおり」となっていることの確認を徹
底することとし適正な事務処理を行って
まいります。

【農業振興部】
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　公務中における職員の交通事故が３件
あり、公用車１台を廃車し、相手方へ
465,360円の損害賠償をしたほか、公用車
の修理費等として372,543円支出したもの
があった。
　安全運転の徹底に努められたい。

　部内の全職員へ向けて、安全運転徹底
に関する文書を発出し注意喚起を行いま
した。
 また、交通安全講習会の受講や部内会議
での呼びかけ等を通じて、日ごろから安
全運転及び法令遵守に対する意識啓発を
図り、再発防止に努めてまいります。

【地域整備部】
柏崎地域振興局 　治療受給者証が郵送過程で所在不明と

なる事案があった。
　個人情報の取扱いに留意し、再発防止
の徹底に努められたい。

　個人情報を含む郵便については、発送
依頼伝票で発送数及びあて先の確認を複
数人で確認（ダブルチェック）したこと
を記録するように改善を図り、誤送付等
の防止に努めてまいります。

【健康福祉部】

　保管現金の引継ぎがなされていなかっ
たため、当該現金の用途及び出所等が不
明となった事案があった。
　事業終了から通帳解約時までの長年の
取扱いが著しく不適切であったほか、引
継ぎにおいても内部統制上のリスクが発
生したことから、平成19年３月19日付け
出第687号の出納局管理課長通知に基づい
た事務手続きを行われたい。

　令和５年度中に保管現金の発生原因を
調査し、出納局と協議した上で、県の
「雑入」として調定し収納しました。
　現在、他に保管現金はありません。
　再発防止に向けて、平成19年３月19日
付け出第687号の出納局管理課長通知の周
知徹底を図るとともに、本事案の記録を
残すことで、保管現金の引継ぎの徹底を
図ってまいります。

【健康福祉部】
上越地域振興局 　子ども家庭費負担金について、決算日

現在、過年度調定分835件13,835,284円
が未納となっていた。
　件数、金額とも増加しているので、具
体的な回収手法の見直しを行い、未納額
の早期収納に努められたい。

　滞納者の家庭状況等、滞納理由につい
て担当者間で情報共有しながら、文書に
よる催告、戸別訪問などを計画的かつ組
織的に対応することで、未収金の早期収
納に努めてまいります。
　なお、指摘のありました事項における
令和６年10月31日までの納入は４件、
52,100円です。

【児童・障害者相談センター】
　障害福祉費負担金について、決算日
現在、過年度調定分138件2,154,900円
が未納となっていた。
　件数、金額とも増加しているので、
具体的な回収手法の見直しを行い、未
納額の早期収納に努められたい。

　滞納者の家庭状況等、滞納理由につい
て担当者間で情報共有しながら、文書に
よる催告、戸別訪問などを計画的かつ組
織的に対応することで、未収金の早期収
納に努めてまいります。
　なお、指摘のありました事項における
令和６年10月31日までの納入はありませ
ん。

【児童・障害者相談センター】
　植栽した杉を管理する保育事業の測量
業務委託契約（契約名：育第28－３号
保育（補正）委託）に係る指名競争入札
について、電子入札の開札時に同価格の
入札者に対するくじ引きの設定を誤り、
本来落札者とならない業者を落札者とし
て決定した。その後、誤りに気付き、当
該指名競争入札を中止し、後日、改めて
指名競争入札を行っていた。
　財務規則に基づいた適正な入札執行を
行われたい。

　入札額の確認にあたった担当者が、入
札額が同額だったためくじ引きで落札者
を決定する作業で６者すべての入札額が
同額であると誤って認識した結果、処理
を誤り最低入札額とは異なる入札額の業
者を落札決定していました。
　誤りの発覚後、指名業者にお詫びの
上、当該指名競争入札を中止し、後日、
改めて指名競争入札を行いました。入札
額が同額で、くじ引きにより落札決定を
行う場合には複数人でチェックすること
とします。

【農林振興部】
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佐渡地域振興局  借受財産について、契約を更新していな
いものが２件あった。
　契約に当たっては、適正な事務処理を
行われたい。

　佐渡市及び土地所有者へ借受申請書を
提出し、契約更新を行いました。
　今後は契約管理一覧表による管理を徹
底いたします。

【地域振興グループ】
　化学消防ポンプ自動車の購入につい
て、予定価格が7,000万円以上で地域振興
局長の予算執行権限を超えるにもかかわ
らず、契約手続を行っているものがあっ
た。また、この誤りにより支出負担行為
決議書が起票できなくなっていたが、長
期間その原因が究明されないままになっ
ていた。
　会計事務に関する不明点は、所管部署
に照会して早期解消を図るとともに、財
務規則に基づく適正な事務処理を行われ
たい。

　予算執行に関する事務を進める際は、
審査者も含め、財務規則等の確認を徹底
するとともに、事務を進める過程で疑義
が生じた場合は、速やかに出納局へ確認
し、問題点等を早期に解消することによ
り、財務規則に基づく適正な事務処理を
行うよう努めてまいります。

【地域整備部】
教育委員会 　高等学校等就学支援金関係書類が郵送

過程で所在不明となった事案があった。
正徳館高等学校から教育庁財務課へ書類
が送付されたとのことだが、教育庁財務
課では書類を確認できなかった。
 個人情報の取扱いに留意し、再発防止の
徹底に努められたい。

　個人情報の保護に関する法律及び新潟
県個人情報の保護に関する法律施行条例
に基づき、適正な事務を行うよう職員に
対し注意喚起を行いました。また、高等
学校等就学支援金関係書類は、専用封筒
のみで送付することを改めて徹底すると
ともに、職員の個人情報管理意識の一層
の向上により、再発防止に努めてまいり
ます。

【財務課】
　新潟県奨学金貸付金等収入について、
決算日現在、過年度調定分1,291件
51,789,096円が未納となっていた。
　未納額の早期収納に努められたい。

　債権回収を担当する会計年度任用職員
を配置し、未納者への催告を強化すると
ともに、一部の未納債権については弁護
士法人に回収を委託し、効果的・効率的
に回収を行っているところです。
　催告等の結果、令和６年10月31日現
在、167件6,760,724円の納入があり、未
納額は1,124件45,028,372円となっていま
す。
　今後とも未納額の早期収納に努めてま
いります。

【高等学校教育課】

　自動販売機設置のため行政財産の目的
外使用許可を行ったが、電気料の支払分
担契約を締結しておらず、電気料の調定
手続も行っていなかった。
　財務規則に基づいた事務手続を行われ
たい。

　令和５年12月26日付で支払分担契約を
締結の上、令和５年４月分からの調定手
続きを行い収納しました。
　令和６年度は年度当初に支払分担契約
を締結、毎月調定手続きを行い収納して
います。
　今後とも財務規則に基づいた適正な事
務手続きに努めてまいります。

【長岡明徳高等学校】
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　高等学校等就学支援金関係書類が郵送
過程で所在不明となった事案があった。
正徳館高等学校としては教育庁財務課へ
書類を送付した認識とのことだが、教育
庁財務課では書類を確認できなかった。
　個人情報の取扱いに留意し、再発防止
の徹底に努められたい。

　指定封筒でない封筒で提出されたもの
を教育庁財務課に送付した際に発生した
事案であることから、先ず、指定以外の
封筒で提出された場合は、指定の
「チェックラベル封筒」での再提出を求
めます。さらに、受領後は複数の職員で
ダブルチェックをした後に発送すること
を徹底し、再発防止に努めてまいりま
す。

【正徳館高等学校】

　顕微鏡40台の購入について、一般競争
入札であったにもかかわらず、支出負担
行為決議書の支出負担行為額を別封のと
おりとせず、担当者以外の職員でも予定
価格が確認できる状況となっているもの
があった。
　予定価格の取扱いに留意し、適切な事
務処理を行われたい。

　会計担当者に対して、改めて適正な事
務処理を行うよう指導するとともに、担
当者から最終決裁者までの各段階で
チェックを徹底して再発防止に努めてま
いります。

【分水高等学校】
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公安委員会 　交通反則切符告知書の紛失など、計３
件の個人情報の漏えいがあった。
　個人情報の取扱いに留意し、再発防止
の徹底に努められたい。

　個人情報漏えいの発生所属において
は、以下のとおり、改善措置・所属職員
に対する指導・教養を実施して再発防止
の徹底を図りました。
○交通反則切符告知書紛失事案
・　職員の勤務開始時及び勤務終了時の
　切符現物点検に関する通達の徹底
・　個人情報取り扱いの重要性を再認識
　させる教養を実施
・　屋外活動を念頭に、バインダーを活
　用した紛失防止の徹底
・　切符作成時は天候等の影響が少ない
　場所を選定するなど、適正な書類作成
　場所の選定を指示
・　個人情報が記載された切符をあらか
　じめ切り離すことや、切り離し後はほ
　かの作業を実施することなく、速やか
　に相手方に交付するなど、書類を散逸
　させないための用具の活用と書類作
　成手続きの見直し
○放置違反金連絡文書の誤投函事案
・　複数人による投函先の確認
・　投函する封筒への宛名記載
・　封筒の確実な封印
○火災見分現場における書類紛失事案
　各員に対して紛失防止に係る指導を直
接行った上、朝礼時において、

【警察本部】

・　資料持ち出し時の上司の確認
・　資料の持ち歩きは必要最低限とする
　こと
・　図板の確実な使用
・　活動終了時のメモ類の確認と保管の
　徹底
・　飛散防止措置
・　事案発生時の速報
・　複数人による声掛けと物品確認
　の指示等を行いました。
　また、警察本部の業務主管課や情報管
理課、広報広聴課から県警内所属に発生
事案の概要、再発防止策を記載した教養
資料を発出し、発生事案を共有するとと
もに、各所属において個人情報の漏えい
防止教養を実施し、同様事案の再発防止
の徹底に努めています。
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　公務中における職員の交通事故が16件
あり、相手方に2,496,308円の損害賠償を
するほか、公用車の修理費として
2,225,674円支出したものがあった。
　県民の交通事故防止を担う警察とし
て、職員の安全運転の徹底に努められた
い。

　県警察では、平成29年２月に警察本部
関係所属で構成する「公用車事故防止対
策委員会」を設置し、事故事例等の情報
共有や事故防止対策の企画、立案を行う
など、総合的な公用車の事故防止対策を
推進しています。
　具体的な取組としては、全職員に対し
て主な事故事例を周知する資料を発出し
注意喚起に努めているほか、卓越した運
転技能や知識を有する職員を緊急自動車
運転技能指導官として指定し、各所属へ
の巡回指導を行うなど、様々な事故防止
研修を継続実施しております。今後も引
き続き、対策を徹底して公用車事故防止
を推進してまいります。

【警察本部】

　新潟中央警察署確認事務委託契約に係
る一般競争入札について、入札書に不備
があった入札を無効とせず、当該入札者
を落札者に決定し、契約を締結した。
　その後、入札の無効が判明したため、
契約を無効とし、相手方に印紙代20,000
円を損害賠償したものがあった。
　財務規則に基づいた適正な入札執行を
行われたい。

　入札書と委任状の印影が異なっていた
ものについて、入札説明書に失格にする
と明記されていなかったため、入札執行
職員が判断に迷い、独断で有効としてし
まいました。
　今後は同様のミスがないよう入札は形
式的に行い、判断に迷った場合は十分に
確認した上で入札執行することを指導し
ました。
　今後は基本を遵守した適正な入札執行
に努めてまいります。

【警察本部】

　個人情報が記載されている書類を不注
意により紛失した事案が２件あった。ま
た、相手先の確認が不十分でファクシミ
リを誤送信した事案があった。
　個人情報の取扱いに留意し、再発防
止の徹底に努められたい。

　朝礼時等において個人情報管理の重要
性に関する指導教養を実施するととも
に、当該紛失事案に関連する書類の持ち
出し廃止や誤廃棄防止のための措置及び
保管状況の点検を実施しております。
　また、ファクシミリ送信に関する注意
事項を機器本体に貼付して注意喚起を行
い、再発防止に努めてまいります。

【新潟東警察署】

　公務中における職員の交通事故が６件
あり、相手方へ573,441円の損害賠償をし
たほか、公用車の修理費として495,475円
支出したものがあった。
　県民の交通事故防止を担う警察とし
て、職員の安全運転の徹底に努めら
れたい。

・　幹部会議における事故防止の指示
・　朝礼時における事故防止、安全運転
　及び安全確認の指示、「公用車100ゼ
　ロ事故防止五箇条」の唱和
・　出動・運転前の具体的な声掛けの実
　施
・　職務倫理実戦塾による当事者意識の
　醸成
・　恒常的な運転訓練の実施
・　新潟西署独自で作成した「新潟西署
　100ゼロ事故防止５則」を掲示
・　ヒヤリハット体験レポートの作成、
　体験を共有
等により職員の安全運転の徹底に努めて
まいります。

【新潟西警察署】
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　公務中における職員の交通事故が３件
あり、相手方に1,322,436円の損害賠償を
したほか、公用車の修理費として422,158
円支出したものがあった。
　県民の交通事故防止を担う警察とし
て、職員の安全運転の徹底に努められた
い。

　公用車事故の絶無を図るため、
・　幹部会議での署長指示
・　朝礼時における「発進前の周囲の確
　認、強風時におけるドア開放事故防
　止」などの具体的な事故防止教養及び
　指示
・　隔週月曜日の朝礼時における公用車
　100ゼロ事故防止五箇条」の唱和
・　公用車鍵ボックスに「今日の交通安
　全」標語の掲示
・　招集日及び朝礼時に、交通課長指導
　による交通事故防止教養並びに公用車
　事故防止訓練を実施
・　当直員による出動前の声かけにより
　事故防止の指示及び運転訓練を実施し
　ました。
　今後も引き続き、朝礼等を活用して公
用車事故防止教養を実施し、安全運転の
徹底に努めてまいります。

【西蒲警察署】

　個人情報を記載した照会書について、
誤った宛先に郵送した事案があった。
　個人情報の取扱いに留意し、再発防止
の徹底に努められたい。

　郵便物等の誤送付防止を図るため朝礼
時に副署長が注意喚起の指示教養を継続
して行い、郵便物は文書の宛名と郵送先
を複数人で確認後郵送することを徹底し
ております。
　個人情報を取り扱う職務の執行に当
たっては細心の注意を払い、文書封印・
送付前は、送付先及び送付書類等が全て
一致しているかダブルチェックを行い、
個人情報の漏えい等防止に努めてまいり
ます。

【柏崎警察署】

 

 

 

 

 


